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足立区ユニバーサルデザイン推進会議 会議概要 

会 議 名 第３０回足立区ユニバーサルデザイン推進会議 

事 務 局 
都市建設部都市計画課、ユニバーサルデザイン担当課、 

総務部総務課、福祉部障がい福祉課 

開催年月日 令和４年３月１日（火） 

開 催 時 間 午前１０時００分 ～ 午前１１時０４分 

開 催 場 所 足立区役所 中央館８階 特別会議室 

区長の出席 有・無 

出 席 者 

会長 

八藤後 猛 委員 

署名委員 

山田 あすか 委員 
上野 須美代 委員 

村田 雅利 委員 金子 孝一郎 委員 長澤 陽子 委員 

田中 功一 委員 内田 眞 委員 白石 啓 委員 

永野 充 委員 渡部 郁子 委員 
総務部長 

松野 美幸 委員 

障がい福祉推進室長 

中村 明慶 委員 

都市建設部長 

犬童 尚 委員 
 

欠 席 者 

金井 秀之 委員   

   

関係区職員 

事 務 局 

ＵＤ担当課長 

安岡 毅 

ＵＤ担当係長 

白勢 和道 

ＵＤ担当係員 

米本 仁 

   

資 料 

 

       第３０回足立区ユニバーサルデザイン推進会議次第 

       第３０回足立区ユニバーサルデザイン推進会議座席表 

   令和３年度足立区ユニバーサルデザイン推進会議委員名簿 

・資料１   第２９回足立区ユニバーサルデザイン推進会議議事録 

・資料２   令和４年度の年間スケジュール 

・資料３   足立区バリアフリー地区別計画（花畑周辺地区） 

・資料４－１ 足立区バリアフリー地区別計画（総合スポーツセンター周辺地

区）（素案） 

・資料４－２ 足立区バリアフリー地区別計画（総合スポーツセンター周辺地

区）概要版 
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・資料５－１ 足立区ユニバーサルデザイン推進会議委員名簿 

（令和４年度予定） 

・資料５－２ 足立区ユニバーサルデザイン会議委員の推薦について（依頼） 

・資料５－２ 足立区ユニバーサルデザイン会議委員の推薦について 

（推薦書） 

・資料６   「令和３年度実施事業」の評価方法及び分類基準 

・資料７   施策評価要領 

・補足資料  本日の到達目標と今後の予定 

 

そ の 他 

 

傍聴人：有・無 （ 人） 

 

その他の参加者：有・無 
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（審議経過） 

開会 

 

○安岡ＵＤ担当課長 皆様、おはようござい

ます。定刻になりましたので始めさせていた

だきます。 

 本日は、お忙しい中、また、新型コロナの

まん延防止等重点措置がとられている中、ウ

ェブ等を含め、第３０回足立区ユニバーサル

デザイン推進会議にご出席いただきまして、

誠にありがとうございます。 

 私は、司会を務めさせていただきます都市

建設部ユニバーサルデザイン担当課長の安

岡です。よろしくお願いいたします。 

 今回も、新型コロナの感染防止対策として、

ウェブ併用での会議や会場の窓開け等の対

策をさせていただいております。 

なお、区の犬童委員におかれましては、所

用がありますため、１１時１０分過ぎ頃から

途中退席を予定しております。 

まず本日の資料確認をさせていただきま

す。 

事前にお送りし、本日お持ちいただいた、

またウェブの方は手元の資料ですけれども、

開会案内や会場案内図などは省かせていた

だきますが、資料といたしまして、第３０回

足立区ユニバーサルデザイン推進会議次第。 

参考資料としまして、足立区ユニバーサル

デザイン推進会議委員名簿。 

第３０回足立区ユニバーサルデザイン推

進会議座席表。 

 資料１、第２９回足立区ユニバーサルデザ

イン推進会議議事録。 

資料２、令和４年度の年間スケジュール。 

資料３、足立区バリアフリー地区別計画

（花畑周辺地区）。 

資料４－１、足立区バリアフリー地区別計

画（総合スポーツセンター周辺地区）（素案）。 

 料４－２、足立区バリアフリー地区別計画

（総合スポーツセンター周辺地区）（概要版）。 

 資料５－１、足立区ユニバーサルデザイン

推進会議委員名簿（令和４年度予定）。 

資料５－２、足立区ユニバーサルデザイン

推進会議委員の推薦について（依頼）。 

資料５－３、足立区ユニバーサルデザイン

推進会議委員の推薦について（推薦書）。 

資料６、「令和３年度実施事業」の評価方

法及び分類基準。 

資料７、施策評価要領。 

補足資料としまして、本日の到達目標と今

後の予定。 

 以上が事前にお送りし、本日の会議資料と

なりますけれども、お手元にありますでしょ

うか。もしなければ共有画面もできますけれ

ども、大丈夫でしょうか。ありがとうござい

ます。 

次に、皆様に２つほどお願いがあります。 

 まず、本日の会議の議事録を作成する関係

上、議事録を作成する委託事業者を出席させ

ていただき、本日の会議の内容について録音

させていただきます。ウェブ参加の皆様の発

言も議事録に記載するため、大きめの声で発

言前に名前を名乗っていただくようお願い

申し上げます。また、記録として背後から会

議中の写真撮影をさせていただきますので、

併せてご了承ください。 

 また、本日、定数１５名のところ、現在１

２名の委員の出席をいただいております。過

半数の８名を超えているため、会議が有効に

成立していることをご報告いたします。 

 それでは、ここからの会議の開会、議事進

行は、足立区ユニバーサルデザインのまちづ

くり条例施行規則第６条第２項に基づき、八

藤後会長にお願いいたします。八藤後会長、

よろしくお願いいたします。 

○八藤後会長 皆さん、よろしくお願いいた

します。今日は区役所のほうに来ております。

私と上野委員もわざわざおいでいただいて

おります。ほかの方はネットということで、

恐らく皆様には豆粒のように映っているか

もしれませんが、「最後の晩餐」のキリスト

の位置にいるという感じですけれども、よろ

しくお願いいたします。 

それでは、第３０回足立区ユニバーサルデ

ザイン推進会議を開会いたします。 

それでは、最初に事務局に確認ですが、い

つものように本日の会議の到達目標を教え

てください。 

○安岡ＵＤ担当課長 それでは、事前に配付

いたしました補足資料の「本日の到達目標と

今後の予定」をご覧ください。 

 本日の到達目標は主に２点あります。 

 １つ目は、目標１にあります報告・承認事

項になります。内容的には、第２９回議事録

の承認、今回の第３０回議事録署名人の指名、

令和４年度の推進会議のスケジュール、バリ

アフリー地区別計画（花畑周辺地区）の策定
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について、バリアフリー地区別計画（総合ス

ポーツセンター周辺地区）のパブリックコメ

ントの実施について、令和４年度ユニバーサ

ルデザイン推進会議委員の委嘱についてに

なります。また、次の目標２が審議事項とい

たしまして、令和２年度実施事業の評価報告

書について、令和３年度実施事業の評価方法

の説明及び評価方法の負担軽減等の方向性

の確認という形になっております。 

以上、２点が主な内容となっております。 

○八藤後会長 どうもありがとうございま

した。 

では、それを念頭に入れて会議を進めてい

きたいと思っております。 

 

報告・承認事項（１）第２９回議事録の承認

と第３０回議事録署名人について 

○八藤後会長 それでは、次第の２に入りま

す。議事の報告・承認事項（１）第２９回推

進会議議事録の承認と第３０回推進会議議

事録の署名人についてに入ります。 

 議事録の内容について事務局から説明願

います。 

○白勢ＵＤ担当係長 議事録の内容につい

てですけれども、第２９回ユニバーサルデザ

イン推進会議の議事録ですが、新型コロナウ

イルスまん延等防止の観点から、今回も申し

訳ないのですが、時間の短縮のため説明は省

略させていだきたいと思います。 

委員の皆様には、お配りしている資料をご

一読いただいて、ご確認いただければと思い

ます。どうぞよろしくお願いいたします。以

上です。 

○八藤後会長 これは事前に配られている

のですよね。何か議事録についてお気づきの

点等ございます方はいらっしゃいますでし

ょうか。―よろしいですか。 

もしいらっしゃれば、今日の会議が終わる

までにご指摘いただければと思います。 

 それでは次に、議事録の署名人につきまし

て説明させていただきます。 

 足立区ユニバーサルデザインのまちづく

り条例施行規則第１０条に、推進会議の議事

録を作成し保存すること、また、議事録は会

長及び会長が指名する委員が署名すること

が定められています。 

本日の議事録の署名人は、これまでどおり

となりますが、私と、毎回恐れ入りますが、

山田副会長にお願いしたいと存じます。山田

副会長含め、よろしゅうございますでしょう

か。 

○山田副会長 大丈夫です。 

○八藤後会長 皆様、よろしゅうございます

でしょうか。 

では、ご承認いただいたということで進め

させていただきます。議事録署名人は提案の

とおり決定いたしました。 

 

報告・承認事項（２）令和４年度の足立区ユ

ニバーサルデザイン推進会議の進行スケジ

ュールについて 

○八藤後会長 それでは、（２）令和４年度

の足立区ユニバーサルデザイン推進会議の

進行スケジュールについて、事務局から説明

願います。 

○白勢ＵＤ担当係長 資料２になります。お

手元に配られている資料をご確認いただけ

ればと思います。 

令和４年度の年間スケジュールですが、こ

こ２～３年の状況と新型コロナウイルス感

染防止の観点から、スケジュールをこの２年

間いろいろ調整させていただいております。

その中で、今回３点ほどスケジュールを少し

変えさせていただいております。 

まず１点目です。本来、この第３０回足立

区ユニバーサルデザイン推進会議の中で、昨

年度、令和２年度のＵＤの実施事業報告書を

作成し、その報告をさせていただく予定だっ

たのですが、皆さんにご評価いただいている

ところではあるのですが、その評価報告書が

分厚くて読みにくいところがありまして、そ

れを今、区役所内で精査をさせていただいて

おります。後ほどご説明する評価の内容、評

価の結果等に関しては、前回の第２９回でご

承認いただいた内容は変えるつもりはござ

いません。それ以外の表現、体裁の部分を修

正させていただくということがございます。

よって、その修正期間を、大変申し訳ないの

ですが、令和４年度の４月、５月に設定させ

ていただき、第３１回ユニバーサルデザイン

推進会議で改めて報告させていただきたい

と思っております。それがまず１点目です。 

２点目です。令和４年度ですけれども、令

和３、４年の２か年の委員の任期の最終年度

になります。令和５年度から、また新たな委

員の任期を迎えますので、区民公募委員の皆

さんに対しては、区民委員公募選考委員会を

令和４年度に実施いたします。表の下から２
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番目になります。その部分のところ、本来で

すと９月から３月ぐらいの期間をかけて選

考委員会を実施させていただくのですが、現

状もそうなのですけれども、冬場に新型コロ

ナウイルス感染症の拡大が懸念される中で、

少し前倒しをさせていただき、７月から準備

をさせていただきたいと思っています。１２

月以降になりますと感染拡大ということが

懸念されますので、できれば１１月、１２月

ぐらいに選考委員会を開きたいと考えてい

るところです。それが２点目になります。 

３点目です。今の２点のスケジュールが追

加されたことによって、年間で行う第３１回、

第３２回、第３３回ユニバーサルデザイン推

進会議の日程を少しずらしております。第３

１回のユニバーサルデザイン推進会議は、例

年ゴールデンウイーク明けの５月初旬から

中旬にかけて実施する予定です。後ほどスケ

ジュールについてもご報告させていただき

ますが、５月下旬に実施したいと考えており

ます。その後、令和４年度は９月に評価部会

を実施するとなっております。これにつきま

しても、おおむね１か月ほど従来のスケジュ

ールから遅れて実施させていただきたいと

思っています。第３２回ユニバーサルデザイ

ン推進会議に関しては１２月初旬、年度末の

第３３回ユニバーサルデザイン推進会議に

ついては、例年どおり３月に実施したいと考

えております。 

以上が令和４年度にスケジュールが変更

になる点でございます。なお、これら会議に

つきましては、新型コロナウイルス感染症の

感染状況を見ながら、今回、第３０回と同じ

ようにウェブ会議、通常会際の併用をさせて

いただきたいと考えてございます。 

表の一番上、「令和３年度」と記載がある

のですが、申し訳ありません。「令和４年度」

の誤りです。おわびして訂正させていただき

ます。 

○八藤後会長 ありがとうございました。 

ただいまのご説明に対して、委員の皆様か

らご質問、ご意見等ございますでしょうか。 

今日はウェブの方が中心ですので、私の目

線はずっと画面のほうに行っておりますの

で、ウェブの方も含めてお願いいたします。 

よろしゅうございますでしょうか。では、

令和４年度もこの事務局提案で進めさせて

いただくということでお願いしたいと思い

ます。ありがとうございます。 

 

報告・承認事項(３)足立区バリアフリー地区

別計画(花畑周辺地区)の策定について 

○八藤後会長 それでは、報告・承認事項

(３) 足立区バリアフリー地区別計画(花畑

周辺地区)の策定について、事務局から説明

願います。 

○白勢ＵＤ担当係長 資料３になります。昨

年度、江北地区を実施させていただきました

が、今年度は花畑地区、総合スポーツセンタ

ー周辺地区の２地区に関して、我々ユニバー

サルデザイン担当のほうでバリアフリー地

区別計画を作成させていただいております。

その中で、ようやくパブリックコメントを経

て製本の形でまとまりましたので、今回この

ご報告をさせていただいております。 

なお、この表紙のデザインに関しては、昨

年度の江北周辺地区から一定のルールを決

めて設定させていただいています。資料３の

一番後ろのページになります。裏表紙になり

ます。こちらに全１０地域のバリアフリー地

区別計画の予定地域が書いてあります。これ

を色分けさせていただいておりますが、この

色分けに合わせて表紙の色、地区別計画のラ

ベルの色を決めています。昨年度は江北周辺

地区ということで青、続きまして今回の花畑

周辺についてはピンクを取り入れさせてい

ただいております。 

なお、こちらのカラーユニバーサルデザイ

ンにつきましては、後ほど長澤委員にご確認

をいただきまして、最終的な印刷に入りたい

と思っております。 

中身については、かなり分厚いものなので

説明は省略させていただきますが、ユニバー

サルデザイン推進会議の委員の山田副会長、

金子委員がバリアフリー協議会の委員とし

てもご参加いただいております。こういった

バリアフリー、ユニバーサルデザインの報告、

計画に関しては、ユニバーサルデザインだか

らとか、バリアフリーだからということでは

なくて、皆さんのいろいろなご意見を頂きた

いと思っています。後ほどご説明する総合ス

ポーツセンターにつきましても、今策定途中

でございます。ユニバーサルデザイン推進会

議の委員の皆さんのご意見もぜひ賜りたい

と思いますので、どうぞご協力のほど、よろ

しくお願いいたします。 

簡単ですが、資料３の説明は以上になりま

す。 
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○八藤後会長 ありがとうございます。 

これは既に前回の会議などでも概要が提

示されておりますので、それがめでたく完成

したということでございますので、一度はお

目通しいただいているものだと思います。 

ただいまのご説明に対しまして、皆様から

ご質問、ご意見などはございますでしょうか。 

特によろしゅうございますかね。報告書の

最後のページに「足立区バリアフリー協議会」

という、この推進会議とは別のところで進ん

でいるもので、今説明があったように、山田

副会長はもちろん出ていただいているので

すけれども、そこでの審議された内容ですの

で、我々としましてはその報告を受けて、「分

かりました」ということで承認していただく

という手続になります。 

では、これで報告と承認は終わりでよろし

ゅうございますでしょうか。 

それでは次に行きたいと思います。 

 

報告・承認事項（４）足立区バリアフリー地

区別計画（総合スポーツセンター周辺地区）

（素案）のパブリックコメントについて 

○八藤後会長 それでは、報告・承認事項の

（４）足立区バリアフリー地区別計画（総合

スポーツセンター周辺地区）（素案）のパブ

リックコメントについて、事務局から説明願

います。 

○白勢ＵＤ担当係長 こちらは資料４－１

になります。足立区バリアフリー地区別計画

（総合スポーツセンター周辺地区）というこ

とで、こちらにつきましても先ほどの花畑周

辺地区同様に、バリアフリー地区別計画、基

本構想を策定するということで、今年度、令

和３年度にパブリックコメントの前の素案

までを作成するということで、今作業に取り

かかっているところでございます。 

総合スポーツセンター周辺地区を選んだ

理由等に関しては、簡単にご説明しますと、

総合スポーツセンターに障がい者も健常者

も皆さんが共有してスポーツに励める、スポ

ーツを楽しめる施設ということで、スペシャ

ルクライフコートという施設を２０２０年

１１月にオープンさせていただきました。そ

の関係で、当然ながら、そのスペシャルクラ

イフコートを利用される方が円滑に移動で

きるようにというところで、こちらの地域を

設定させていただいております。 

地区別計画の策定に関しては、先ほどの花

畑周辺地区同様、バリアフリー協議会の区民

委員の皆さん、協議会委員の皆さんに周辺地

域をまち歩きをしていただき、様々なご意見

を頂いた中で、バリアフリー化についてのご

意見を頂いているところでございます。 

バリアフリーの主な流れに関してですが、

中身をちょっとご説明させてください。４１

ページになります。 

「検討の経緯」ということで、このような

スケジュールで今実施をしておりまして、第

１４回バリアフリー協議会も書面開催にな

るのですが、これで今ご提出させていただい

ている素案をご確認いただき、令和４年度に

入りましたらパブリックコメントを実施す

るという流れになっています。 

その前の４０ページをご覧いただきたい

のですが、総合スポーツセンター周辺地区は

このような形になっておりまして、バリアフ

リー化するべき施設がちょうど真ん中の総

合スポーツセンターなのですけれども、こち

らは区画整理区域でございます。歩道が一応

整備されているのですが、狭い歩道があった

り、自転車と歩行者が行き交うことがありま

すので、そういったところでバリアフリー化

を進めるに当たっては、いろいろな検討が必

要かなというふうに考えております。 

４１ページに戻っていただきまして、パブ

リックコメントは先ほどご説明したとおり

令和４年当初、４月下旬から５月下旬にかけ

て実施させていただきたいと思っています。

その際は、先ほどご説明させていただいたと

おり、ぜひユニバーサルデザイン推進会議の

委員の皆さんにもパブリックコメントで意

見を頂きたいなというふうに考えておりま

す。 

大変申し訳ないのですが、資料等の送付を

する予定は今のところないのですが、ホーム

ページの情報であったり、こういったものが

ありますよということはご説明させていた

だきたいなというふうに考えております。 

今現在、資料４－１の素案に関しては、パ

ブリックコメント版として正式に決定した

ものではないのですが、こちらが今作成して

いる途中のものでございます。体裁等を調整

させていただきまして、最終的にはパブリッ

クコメントの案として作成するのですけれ

ども、それが出来上がりましたら、繰り返し

になりますが、改めてご連絡等をさせていた

だきますので、ぜひ忌憚のないご意見を頂き
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たいなと思います。 

バリアフリー協議会の中でも、ユニバーサ

ルデザイン推進会議の委員の方のご意見を

ぜひというご意見がございます。実はパブリ

ックコメントは皆さんからご意見を頂けて

いない状況で、我々のほうも周知をいろいろ

しているのですが、そういった状況でありま

すので、忌憚のないご意見をぜひ頂きたいと

思います。 

資料４－１の説明については以上になり

ます。 

○八藤後会長 ありがとうございます。 

これは、もしご意見がある場合には、パブ

リックコメントで皆さんどうぞ寄せてくだ

さいということでよろしゅうございますか。 

○白勢ＵＤ担当係長 現在、パブリックコメ

ントの実施予定ではあるのですが、現在作成

中の素案の中で何かご質問等があれば、その

点に関しては遠慮なくご連絡いただければ

なと思います。パブリックコメントの期間中

は、申し訳ないのですが、パブリックコメン

トの手続に沿ってご意見を頂きたいと思う

のですが、それまでの間は、この素案をこの

会議で提出させていただいている関係上、何

かございましたら遠慮なくご相談いただけ

ればなというふうに考えております。以上で

す。 

○八藤後会長 ありがとうございます。 

ということで、これについてはまだ固まっ

ているわけではないということのようでご

ざいます。 

皆様方からご質問、あるいはご意見などを

伺えれば、協議会のほうにもお伝えいただけ

るということのようでございます。何かござ

いますでしょうか。 

特によろしゅうございますか。皆さん方と

の距離がすごくあるような感じがしてしま

いますが。 

それでは、ないようでございますので先に

進めさせていただきたいと思います。 

 

報告・承認事項（５）足立区ユニバーサルデ

ザイン推進会議委員の委嘱について 

○八藤後会長 それでは、報告・承認事項（５）

足立区ユニバーサルデザイン推進会議委員

の委嘱について、事務局から説明をお願いし

ます。 

○白勢ＵＤ担当係長 資料につきましては

５－１、５－２、５－３になります。 

まず５－１をご覧いただきたいと思いま

す。先ほどのスケジュールでもご説明させて

いただいたのですが、ユニバーサルデザイン

推進会議の委員の皆さんの任期は、令和３年

度、４年度の２か年になります。今、令和４

年４月の予定ということで書かせていただ

きました。我々足立区職員のところについて

は名前を空白にしているのですが、人事異動

等で令和４年４月に委員を交代しなければ

ならないという状況になりましたら、例年で

すと令和４年４月に依頼させていただいて

いるのですが、４月はいろいろ皆さんもお忙

しいと思いますので、もし人事異動等が３月

に分かるようでしたら、ぜひご連絡をいただ

きたいと思います。 

そのご連絡をいただきましたら、資料５－

２、資料５－３にあるような推薦の依頼を出

させていただきたいと思います。我々として

は、ぜひ２か年、令和３年度、４年度継続し

て委員としてご協力をいただきたいと思う

のですが、組織の関係上そういったことが発

生した場合は、遠慮なくご相談いただければ

なというふうに思います。 

繰り返しになりますが、資料５－２にある

とおり、任期に関しましては令和５年３月３

１日、令和４年度末になっております。その

点はご了承ください。 

資料５－１をもう一度確認いただきたい

のですが、ユニバーサルデザイン推進会議の

委員は、先ほど課長からご説明させていただ

いたとおり、定員が１５名になっております。

ユニバーサルデザインのまちづくり条例の

中で規則があるのですけれども、その中で人

数については規定されております。 

昨年度もユニバーサルデザイン推進会議

の中でご報告させていただいたのですが、委

員の構成についていろいろなご意見を頂い

ております。１つの例を示させていただきま

すと、この委員の構成を見ますと、ユニバー

サルデザインに関する施設を使われる方と

施設を管理する側の方の割合が、ユーザー側

と呼ばれる施設を利用する側の方のほうが

若干少ないというところで、できればそうい

った方々の様々なご意見を頂いたほうがい

いんじゃないか、委員についても人数を増や

したほうがいいんじゃないかというご意見

を頂いております。我々としては、できれば

令和３年、４年に関しては、この委員の人数

構成で実施していきたいと思いますが、先ほ
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どお話しさせていただいたとおり、令和５年

度から新たな任期ということになりますの

で、そういったものも令和４年度の中で検討

させていただいて、ご議論いただきたいなと

いうふうに考えております。人数に関しては、

まだ事務局案というものはないのですけれ

ども、人数を増やしたほうがいいんじゃない

かというご意見に関しては、我々もそういっ

た必要性は感じているところでございます。

第３１回以降のユニバーサルデザイン推進

会議の中で、ぜひそういったことをご議論い

ただければなというふうに考えております。 

資料５－１～５－３の説明については以

上になります。 

○八藤後会長 ありがとうございました。 

推進会議の委員の委嘱について、今事務局

がご説明いただきましたが、ご意見等ござい

ますでしょうか。 

少し利用者側の目線が入るようにという

提案も頂いております。今年、委員が替わる

わけではないのですけれども、こういうのは

長期的に検討していかなければいけないの

で、今後の会議においても、この件について

は議題に上ると思います。まずは大きな方針

を今日示されたと思っております。いかがで

しょうか。質問でも結構ですし、ご意見等あ

りましたらお伝えください。 

○金子委員 障害者団体連合会の金子です。 

質問ですけれども、先ほど白勢係長さんの

説明の中で、利用者と管理する団体というの

ですか、利用者側が少ないというようなこと

をおっしゃったのですけれども、資料５－１

で説明すると、どういうふうに分けられるの

でしょうか。以上です。 

○八藤後会長 内訳ですね。もし今考えてい

る素案がありましたら、ご説明ください。 

○白勢ＵＤ担当係長 委員の中で組織とい

うところがあるのですけれども、その中で区

内関係団体代表者、金子委員も含めて４名の

方、公募による区民委員の方２名、６名がユ

ーザー側と呼ばれる方々かなというふうに

考えております。八藤後先生や山田先生に関

しては学識経験者ということなのですが、

我々足立区の職員も含めた９名が、どちらか

というと施設管理者かなというふうに考え

ております。学識の八藤後先生や山田先生を

施設管理者と捉えるのは、ちょっとどうかな

というご意見も確かにあると思うのですが、

そういったところで単純に人数割をさせて

いただくと９人対６人ということで、ユーザ

ー側の方々の人数が３名ほど少ないのでは

ないかなというようなところです。仮に学識

経験者の八藤後会長、山田先生を中立的な立

場ということで捉えますと２名減りますの

で、７名と６名という形で１名少ないという

ような形になるかと思います。そういった意

味合いで、割合でというお話をさせていただ

いております。 

ユーザー側なのか、施設の管理者側なのか

というところも含めて、我々も皆さんから頂

いたご意見を集約し、事務局案として考えて

いるところなので、委員の構成等については

様々なご意見があるというのは認識してお

ります。そういったところをぜひ第３１回ユ

ニバーサルデザイン推進会議の中ででも議

論をいただければなというふうに考えてお

ります。以上でございます。 

○八藤後会長 ということでございますが、

実際にどういう方をとか、どういう団体の方

をとか、そういう議論はこれからということ

でよろしいですか。 

○白勢ＵＤ担当係長 はい。 

○八藤後会長 ということのようでござい

ますので、もしこの場であるようでしたら、

ご発言いただいてもよろしいかと思います

が、次回以降でもよいのではないかと思いま

すので、少し考えてきていただくということ

でもいいかなと思っております。 

いかがでしょうか。引き続き何かあれば伺

いたいと思います。 

○白石委員 いろいろとご説明ありがとう

ございます。東武鉄道の白石と申します。 

私のほうが声を聞き取りにくいところが

あって、もしかしたら聞き逃していたかもし

れないので１点だけご確認なのですけれど

も、この委員の構成について次回からもう少

し考えていくというところでお話しいただ

いたかと思うのですけれども、１点聞き逃し

てしまったのが、その委員の構成の議論は令

和５年度というふうにおっしゃいましたか。

それとも４年度のことでしょうか。 

○白勢ＵＤ担当係長 令和３年度・４年度が

委員の皆さんの任期になります。我々として

は、その２か年については現在の人数で構成

させていただきたいと思っています。令和５

年度から新たな任期が始まります。先ほどお

話しさせていただいたとおり、区民公募の選

考会も令和４年度後半に行う予定です。でき
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れば、それまでに委員の構成については議論

させていただきたいなと思っています。 

八藤後会長からもお話があったとおり、こ

れについては長期的な視点に立って実施を

させていただきたいと思っておりますので、

確実に令和５年度から人数を増やすとか人

数を減らすとか、そういう議論ではなくて、

そういった案も１つあるということでご認

識をいただければなと思っています。 

会議の関係上、大変申し訳ないのですが、

白石委員には個別に、この後ご説明をさせて

いただきます。後ほどチャットでも、その旨

ご連絡をさせていただきますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。以上です。 

○白石委員 承知しました。ありがとうござ

います。 

○八藤後会長 皆様方、ただいまの令和５年

度からの委員構成について、特によろしゅう

ございますでしょうか。 

次回にでも具体的な話にしていきたいと

思っております。 

では、先に進めさせていただきます。 

 

審議事項（２）「令和３年度実施事業」の進

捗管理の方法について 

○八藤後会長 次からは審議事項に入りま

す。審議事項（１）「令和２年度実施事業」

評価報告書について、事務局から説明をお願

いします。 

○白勢ＵＤ担当係長 資料６、７になるので

すけれども、こちらにつきましては昨年度か

ら評価方法、分類基準についてご議論いただ

いている中、昨年度のものをそのまま時点修

正をさせていただいている状況です。 

これにつきましても、毎年毎年、委員の皆

さんからいろいろなご意見を頂いています。

評価の方法であったり、施策の評価なのか、

事業の評価なのか、第一評価部会、第二評価

部会で評価する施策の抽出の仕方であった

り、様々なご議論をいただいています。 

これにつきましては、先ほどご説明させて

いただいた令和２年度の実施報告書の施策

と事業の部分で、我々事務局のほうもいろい

ろ調整をさせていただいたり、皆さんに分か

りやすいような資料を作成しているのです

が、年間１回評価をいただくということなの

で、もっと皆さんにとって分かりやすくて、

評価のしやすい内容にしていきたいという

ふうに考えています。 

その関係上、今お示しさせていただいてい

る資料６、資料７につきましては、大きな評

価の方向性は変更ないのですけれども、細か

い文言の意味であったり、施策に対しても、

例えば個別施策があったり、施策があったり

ということで、用語の使い方も少しばらばら

な部分がございます。そちらにつきましては、

これまでも委員の皆さんにはご苦労いただ

いて、評価をいただいているのですが、もう

一度形をきちんと整理させていただいて、こ

の評価をしていただきたいというふうに思

っています。 

繰り返しになりますが、評価点であったり、

評価の方法については、我々事務局としては

令和４年度についても変わらず、各事業課で

やっている事業に対して、足立区役所のほう

から委員の皆さんにご報告させていただき、

その事業をまとめて見ていただいた中で、委

員の皆さんに評価していただき、それが施策

の評価として評価報告書に載るという形で

評価をしていただきたいというふうに思っ

ています。 

資料７の最終ページになります。「施策及

び事業の評価基準等」に関しては、この５段

階評価は、我々としては方向性を変えるつも

りはございません。ただ、これにつきまして

も、実際に委員の皆さんが評価をしていただ

く際に、評価がつけづらい、ポイントがなか

なか押さえにくいというご意見も頂いてお

りますので、こちらについては先ほど来ご説

明していますとおり、令和２年度の報告書の

中できちんと整理をさせていただき、今まで

評価部会等で評価していただいた内容、結果

等も取り入れながら、きちんとした形をつく

りたいと思っています。そういった形をつく

りましたら、第３１回ユニバーサルデザイン

会議の中で改めてご議論をいただきたいと

いうふうに思っています。 

資料６、７については、今こういう形でや

っていますよというご紹介になります。分か

りにくくて申し訳ないのですが、資料６、７

の説明は以上になります。 

○八藤後会長 ありがとうございます。 

ただいまの説明に対して、委員の皆様から

同様にご質問、ご意見等を伺いたいと思いま

すが、この内容については次回の委員会でも

審議内容となるということでございますの

で、今ここで決めなければいけないというこ

とではないのですが、一応問題提起というふ
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うに捉えました。 

いかがでしょうか。特に今年度初めてやっ

てみた方は、いろいろと戸惑ったこともある

のではないかなと思うのですけれども、そう

いうことで気がついたことなど、何かあれば

おっしゃっていただければと思いますし、次

回の会議ででも結構でございますが、いかが

でしょうか。 

○上野委員 これはほかでも私はちょっと

やったことがあるのですけれども、ちょっと

分かりづらくて、昨日見ていたらよく分から

ないので、今説明があって、ちょっと分かり

ました。もうちょっと簡単にならないのかし

ら。 

○八藤後会長 つまり今日の資料７が、何を

言おうとしているのかというのが、ちょっと

理解……。どのように改善したいとお考えな

のかという。 

○上野委員 この点数が１～５とあります

よね。「優れた」とか、いろいろ書いてあり

ますけれども、７のところを見てやるわけで

すね。 

○白勢ＵＤ担当係長 はい。 

○上野委員 これで点数をつけてください

ということですよね。 

○白勢ＵＤ担当係長 はい。 

○上野委員 あと何かいろいろありました

ら、こちらに記入ということですね。 

総務課とか地域調整課とか、いろいろあり

ますけれども、これはどんなものですか。 

○白勢ＵＤ担当係長 この資料７は、今年も

お配りさせていただいたのですが、足立区ユ

ニバーサルデザイン推進計画というのは、施

策に関連する各事業があります。それを足立

区の各課が、その施策に沿った事業を実施す

るのですけれども、今、上野委員がおっしゃ

っていただいている２ページ目の総務課と

か地域調整課、区民参画推進課というのは、

上にある、ひと１－（１）－②「多様な人々

に対する理解の醸成」という施策に関連する

事業をやっている実施課になります。何を実

施しているかについては、今年度も報告書と

いうことで分厚い冊子をお配りしたのです

が、毎年毎年、各課がやった事業の内容を、

第３１回推進会議の後に皆さんにお配りさ

せていただき、それを見ながらチェックをさ

せていただきます。なので、今現状でチェッ

クをするというわけではなくて、その評価の

方法というところになります。 

ただ、上野委員がおっしゃっているとおり、

実際にこの報告書と要領を見ただけだと、今

現状なかなか分からないという委員の皆さ

んもいらっしゃるというのは事実として事

務局も認識しております。なので、そういっ

たところは理解しやすい、分かりやすくて評

価のつけやすい評価要領であったり、評価基

準をつくらせていただいて、令和４年度の評

価では、委員の皆さんのご負担は減るように

取り組ませていただきたいなというふうに

思っています。 

この資料６、７につきましては、繰り返し

になりますが、昨年度のものを令和２年度、

令和３年度に替えただけなので、逆にこの中

で今上野委員からお話しいただいたご意見

もぜひ取り入れさせていただいて、令和４年

度の評価の分かりやすさにつなげていきた

いなというふうに考えています。 

○上野委員 ありがとうございます。よく分

かりました。 

○安岡ＵＤ担当課長 この表を見ただけで

は、何を評価していいのか分からないという

ご意見もありますので、もうちょっと工夫し

て分かりやすいようなものに検討していき

たいと思っております。 

○上野委員 ありがとうございます。 

○八藤後会長 次回の会議のときには、具体

的な評価をする資料が出てくると考えてよ

ろしいのでしょうか。 

○白勢ＵＤ担当係長 資料２にもちょっと

書かせていただいたのですが、毎年、年度初

めの推進会議では、評価の方法と評価する施

策を委員の皆さんで議論していただき、第一

評価部会、第二評価部会の評価をする施策を

決めていただきます。その際に併せて、今資

料６、７でお示ししているような要領、基準

についても、ご確認、ご議論をいただいて、

きちんとしたものをつくっていきたいと思

っておりますので、議論としては第３１回の

会議で議論するということになっておりま

す。 

○八藤後会長 第３１回というのは次回と

いうことですよね。 

我々が関心あるのは、ご負担を減らしてい

ただくということで非常にありがたいこと

なのですが、具体的にどのような体裁になる

のかというのは、案などが今の時点でありま

したら、ちょっとご説明いただきたいのです

が。 
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○白勢ＵＤ担当係長 すみません。繰り返し

になるのですが、このユニバーサルデザイン

推進計画のつくりが、各課がやっているいろ

いろな事業があるのですけれども、その事業

を一つの方向性としてまとめた施策という

ものがございます。ユニバーサルデザイン推

進会議の中で評価いただくのは、その施策の

部分です。ただ、実際に実施している事業と

施策の結びつきというのが、これまでの評価

基準や評価報告書の中では、皆さんにとって

少し分かりにくかった。実際に事業課の事業

を評価しているのだけれども、それが最終的

な評価にどうつながるのかが分からない状

態で、いろいろ自己評価をしていただいたと

いうお話も聞いております。そういった部分

のところで、こういう施策に対しては、各課

でこういった事業をやっているので、これに

ついてはこういう評価ができるのだなとい

う形で、今回の評価をしていただく書類を作

る際に、それを見て分かるようなものを作っ

ていきたいと思っています。 

繰り返しになりますが、事業を実施してい

る各事業課の実施結果については、やってい

る事業課がかなり多いので、それは分厚い資

料になってしまうと思います。ただ、その資

料を見て皆さんが評価していただく、チェッ

クしていただくところについては、今まで以

上に簡素化をさせていただいて、チェックが

楽にできるような体裁を整えたいというふ

うに考えているところです。 

具体的にどんなものがあるのかというご

質問が多分あるかと思うのですが、それにつ

いては我々のほうも今作っているところで

して、まだ具体的な形はお見せできないので

すが、第３１回の会議まで出さないというわ

けではなく、ある程度形が決まりましたら、

会議の開催に関係なく資料としてお配りし

て、ご確認いただきたいというふうには思っ

ております。 

すみません。長くなりましたが、説明は以

上になります。ありがとうございます。 

○八藤後会長 ありがとうございます。 

方針を一応示していただいたということ

で、具体的にどのように点数がつけやすくな

るのかというのは、今ご検討いただいている

ということで、我々も少なくとも次回あるい

はその少し前に拝見できるというようなこ

とでございますので、そこでまたいろいろと

ご意見などを伺う機会があるのではないの

かなというふうには思います。 

方針の部分だけでもいいのですけれども、

令和４年度において、令和３年度の施策評価

をするに当たって何かご意見等ございまし

たら、今も聞くことはできるようでございま

す。もちろん次回もうちょっと具体的になっ

てから、それについて意見を頂くということ

でも結構かと思いますが、いかがでしょうか。 

○上野委員 その意見の期間は短いのです

か、長いのですか。出来次第ですか。 

○白勢ＵＤ担当係長 今、我々事務局が考え

ているのは、第３１回を５月下旬、評価部会

を９月中旬に行うということを考えており

ますので、６月、７月、８月の３か月間とい

うのが、確認ができる、調整ができる期間だ

と思っています。ただ、３か月間フルにして

しまうと皆さんの評価する時間がなくなっ

てしまうので、先ほど言った第３１回の会議

前の４月、５月も含めると５か月間のうち半

分ぐらい、２か月くらいは時間としてご提示

できると思います。逆に期間が長くなってし

まうと、皆さんご多忙ですから、そのチェッ

クを忘れてしまったり、方向性が分からなく

なったりということがありますので、なるべ

く早いうちにそういった案をご提示して、期

間を限らせていただいてご確認いただきた

いと思っています。我々としては本年度中に

１つ方向性を出して、ご確認いただきたいと

いうふうに考えています。 

○上野委員 ありがとうございます。 

○八藤後会長 今年度ということは、この３

月までに、もうちょっと具体的な方向性が出

てくるということのようでございます。よろ

しゅうございますか。 

皆さん、いかがでしょうか。 

次回以降、具体的なお話が出てくると思い

ますので、そのときにまたご検討いただけれ

ばと思います。 

 

審議事項（１）「令和２年度実施事業」評価

報告書について 

○八藤後会長 次に行きたいと思います。審

議事項（２）「令和３年度実施事業」の進捗

管理の方法について、事務局から説明をお願

いいたします。 

○白勢ＵＤ担当係長 すみません。審議事項

（１）と審議事項（２）の内容を、我々事務

局が誤って逆に説明してしまいました。申し

訳ないのですが、これまで議論させていただ
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いたのが審議事項（２）「令和３年度実施事

業」の進捗管理の方法についてでございます。

もしよろしければ、審議事項（１）「令和２

年度実施事業」評価報告書の関係について、

事務局から説明させていただきたいと思い

ますが、いかがでしょうか。 

○八藤後会長 私もうっかりしていました。 

ということで、たった今終わった議論とい

うのは審議事項（２）の部分だったというこ

とでございますので、（１）に戻りたいと思

います。令和２年度の報告書をどうするかと

いうことについてです。よろしくお願いしま

す。 

○白勢ＵＤ担当係長 大変失礼いたしまし

た。 

審議事項（１）「令和２年度実施事業」評

価報告書に関しては、資料２等でもご説明し

ていますとおり、評価の方法であったり、評

価の基準が、今ご議論いただいたように、ち

ょっと分かりにくいところがございます。第

２９回ユニバーサルデザイン推進会議の中

で、評価と総括意見を八藤後会長、山田副会

長に頂いております。評価の点数についても

ユニバーサルデザイン推進会議の中で決定

しております。その部分については、我々の

ほうではいじったりとか書き換えたり、そう

いったことはしない予定ではいるのですが、

これまでもご説明させていただいていると

おり、その前段階の評価の方法だったり、評

価をこういうふうにしましたよというとこ

ろが、我々事務局や委員の皆さんはご理解い

ただいているところではあるのですが、昨年

度もそうなのですが、今年度もお出しする報

告書の中で、なかなか分かりにくいところが

ございます。実際に今年度、令和３年度から

委員になられた皆さんも、昨年度の資料を見

て、こういった評価をするのだなというイメ

ージはつくと思うのですが、細かいところが

なかなか分かりにくいところがございまし

たので、繰り返しになりますが、第３１回の

会議までの間に評価報告書の修正というか

改善をさせていただいて、第３１回の際に改

めて報告書としてご報告したいと考えてい

ます。 

繰り返しになりますが、評価の結果、総括

意見については、こちらのほうでは、前回の

会議の中でご了解、ご承認をいただいた内容

については変更するつもりはございません。

以上になります。 

○八藤後会長 ありがとうございます。 

私と事務局が事前に打合せをしたときに

聞いたことでございますが、今も説明があっ

たように、中身そのものを削ったりとか、そ

ういうことはしないでフォーマットを工夫

していただけるということのようでござい

ますので、どういう形で出てくるのか今分か

らないのですが、そういう方針をお持ちだと

いうことのようでございます。 

もしご質問などございましたら伺ってお

こうかと思います。 

そういう方針というか、心意気を示してい

ただいたということだと思います。皆様のほ

うからはよろしゅうございますか。 

そうなりますと、これをもちまして以上で

本日の議事については終了となりました。 

全体を含めて、前回の議事録のこととか、

あるいはあのときにちょっと言い忘れたと

か、聞き忘れたということがありましたら、

どうぞご遠慮なくおっしゃっていただいて

結構でございます。 

特になければ、以上で本日の議事について

終了いたします。 

それでは、事務連絡を事務局からお願いい

たします。 

○安岡ＵＤ担当課長 本日は、皆様お忙しい

中、第３０回ユニバーサルデザイン推進会議

のウェブ及び会場の２パターンでご出席い

ただきましてありがとうございました。 

次回、来年度の第３１回足立区ユニバーサ

ルデザイン推進会議についてですけれども、

５月１９日（木）午前中を候補日として考え

ております。ウェブ、会場の併用での開催を

考えております。会議室の予約を事前に取る

必要がありますので、ご都合が悪い方がいら

っしゃいましたら、今でも構いませんので、

お申しつけいただけますか。予定等を確認し

てから答えたいという方は、申し訳ないので

すが、３月１５日までにご連絡いただければ

と思っております。また、人事異動の委員の

交代もあると思いますので、ご都合が悪い場

合はそれ以降でも構いませんので、都市計画

課ユニバーサルデザイン担当に改めてご連

絡いただけますと幸いです。これにつきまし

ては、年度初めの４月頃に正式に決まり次第、

ご連絡させていただきますので、よろしくお

願いいたします。 

会場にお車でお越しの方は駐車券をご用

意しておりますので、お帰りの際に事務局ま
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でお申しつけいただければと思います。 

○白勢ＵＤ担当係長 皆さんが集まってい

る機会ですので、今ご提示させていただいた

５月１９日の午前中、現状で大丈夫だという

方は、大変申し訳ないのですが、マルをして

いただけると我々も助かります。ありがとう

ございます。 

○八藤後会長 ということは、この日が替わ

る可能性がある……。 

○白勢ＵＤ担当係長 できれば全員の方に

ご出席いただきたいので、第１候補として５

月１９日の午前中を設定させていただき、そ

れ以外の日程を調整させていただきました

ら、改めてご連絡させていただきたいと思い

ます。 

○八藤後会長 事務局からの連絡は以上で

すか。 

○白勢ＵＤ担当係長 はい。 

○八藤後会長 締めを私がやるみたいなの

ですが、これにて第３０回足立区ユニバーサ

ルデザイン推進会議を閉会いたします。今日

はお忙しいところ、どうもありがとうござい

ました。閉会いたします。 

 

閉会 


